
「こども環境会議」主催  シンポジウム 

  ここどどもものの本本音音   

大大人人のの言言いい分分   
  ～みんなで福島の今 そして未来を考えよう～ 

GUEST            志村 季世恵 

上田 紀行さん （文化人類学者）          

               

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本 ちあきさん（マクロビオティック実践歴 30 数年） 

     

 

         

 

 

 

  

日時 2011年 9月 10日（土） 

時間 13：30～ 17：00（13：00 開場） 

場所 東京ウィメンズプラザホール  

   住所 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 5-53-67 

電話 03-5467-1711(代)   FAX 03-5467-1977 

 womens@tokyo-womens-plaza.metro.tokyo.jp 

参加費 1,000円（チャリティ BOXにお入れ下さい）                 

アクセス：JR山手線・東急東横線・京王井の頭線：渋谷駅下車徒歩 12分 

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線：表参道駅下車徒歩 7分 

都バス(渋 88系統)：渋谷駅からバス 4 分青山学院前バス停下車徒歩 2分 

  

文化人類学者、医学博士。東京工業大学大学院、社会理工学研究科 価値システム専攻 准教授。 

「癒し」という言葉を世に送り出し、最近は日本社会の「生きる意味」の回復を訴えています。著書

『生きる意味』は大学入試出題率第１位に。日本仏教の復興運動にも関わり、ダライ・ラマとの対談も出

版。「慈悲からの怒りー震災後を生きる心のマネジメント」を６月１７日に緊急出版 

大学ではワークショップ形式を取り入れるなどの試みを行っており、学生による授業評価が全学

1200人の教員中第 1位となり、「東工大教育賞・最優秀賞」(ベスト・ティーチャー・アワード)を学長より

授与された。また著書『生きる意味』(岩波新書)は、2006 年全国大学入試において 40大学以上で取

り上げられ、出題率第 1位の著作となる。http://www.valdes.titech.ac.jp/~ueda/ 

 

夫・宙八氏と共に国内外でのマクロビオティック相談や半断食セミナーの指導・料理をす

る。桜沢里真に師事したマクロビオティック料理を、身体を癒すためのシンプル料理に進化

させ、多くの人々を変化へと導く。その傍ら、出産・子育て・教育などについての講演・執筆・

ワークショップも行う。多くの経験から、独自のマクロビオティック論を持つ。「身体と心を

育てる子育て･自分育て」を提唱。 

著書｢自然に産みたい｣地湧社 ｢自然に生み、自然に育てる｣（2007年 1月発売） 

 

 

※席数に限りがありますので、 

先着順の受付とさせていただきます。 



シンポジウム開催について  

  

文化人類学者・上田紀行氏 

マクロビオティック食養家・はしもとちあき氏 

「こども環境会議」代表・志村季世恵 

活動分野の異なる三人が 3・11以降の日本、そして地震と原発事故に見舞われた福島について語ります。 

その福島と日本の未来を、これからの日本を背負う子どもたちとともに考えた今年の夏。 

「こども環境会議」の子どもたちが、福島の子どもたちをご招待した今年のキャンプの様子やそこで真剣に

話し合った「日本の未来を考える子ども達の意見」の報告会も同時開催。 

なかなか聞けない「子どもの本音」を子どもたち自身がプレゼンします！ 

｢函南大家族ごっこキャンプ｣の様子と話し合いの報告会・・・今、子どもたちの本音が聞けます! 

「こども環境会議」と「大家族ごっこ」  

 

バースセラピスト・志村季世恵が代表を務める、ボランテァ団体｢こども環境会議｣は 12年目の夏を迎えました。 

恒例の「大家族ごっこキャンプ」は、自分の家族以外の大人や、障害のあるこども、お年寄り、など多くの人との関わりの中で、

ひとりひとりの個性を認め、受入れ、助け合うことで、相互の関係を深めてゆくプロジェクトです。「こども環境会議」設立以来、

自然に恵まれた様々な場所で 10年以上にわたり毎年数回開催、参加者総数は述べ 1000人以上にも及びます。 

昨年、一昨年と「大家族ごっこ」は、福島県いわき市小川町にある「マクロビアン」を拠点に実施してきましたが、今年は東日本

大震災と原発事故に見舞われたため開催中止を余儀なくされました。そのことを知った静岡県田方郡函南町にある長光寺の柿沼和

尚のお寺をご提供くださるというお申し出を頂き、8月の４日間開催することができました。 

毎年のようにキャンプに参加し、たくさんの人とのかかわりの中で成長した多くの会員の子ども達は、お世話になった福島県にご

恩返しをしたいとの思いと、外で思い切り遊べない福島の子ども達に思いを馳せ今年のキャンプに福島の子どもたちを招待しよう、

と大人たちに提案。資金丌足のこのキャンプ実現のために自主的に、募金活動も行いました。会員の子どもたちの強い思いから開

催された今年の夏キャンプ、福島と東京、離れた 2 つの地域のこどもたちの絆が生まれたキャンプでもあります。 

 

「こども環境会議」代表 志村季世恵  

バースセラピストとして、人の誕生から臨終までを含めた延べ 4 万人を超えるカウンセリングを行う。これらの深い経験から、人生に大切なもの

は｢小さな幸せを見つける力、遊び、感動｣であると実感。現在、自他ともに認める｢天然あそび人｣として枠にとらわれない豊かな視点を提唱。 

講演、ワークショップなども多数。自然体の柔らかな姿勢と、地に足のついた生き方に惹かれるファンが多い。 

主な著書「いのちのバトン」(講談社文庫)「大人のための幸せレッスン」(集英社新書)「ママ・マインド」(岩崎書店) 

「親と子が育てられるとき」(内田也哉子共著・岩波アクティブ新書)等。 

 

参加ご希望の方は下記「こども環境会議」HPよりお申し込み下さい   

http://www.kodomokankyokaigi.jp/ 

       

        ※取材ご希望の方はその趣旨を別途ご連絡願います。 

       ※複数名でご参加の場合は人数文のご記入をお願い致します。 

楽しい・幸せ・生まれてきてよかった」子どもも、大人も、みんながそう感じられるような社会をめざします 


